
議会運営委員会次第 

 

日 時  令和７年３月１３日（木） 

     午前１０時 

場 所  議会室 

 

１．開  会 

 

 

 

２．審査事項 

請願第２号 

 町ホームページの「宮代町議会改革特別委員会の設置、委員が決定し 

ました」によると、「宮代町議会ハラスメント防止条例策定特別委員会」 

のときのように全議員が委員となるのではなく、なぜか７名の委員で行 

うとのことであるが、その委員の顔触れを見ると、これまで議会改革に 

関しての発言や行動を行ってきたりしたという発言・実績がある議員で 

あるとは考えにくい顔ぶれであり、また、これらの議員の多くは、執行 

部提出議案に対し殆ど賛成し続けた議員でもあることから、一町民とし 

て、議会改革の委員としての資質に関し、大いに疑問を持つものであり、 

少なくともこれまで長年、多くの執行部提出議案に真摯に反論や反対を 

行い続けてきたという多くの実績がある丸藤栄一議員や、町民の頃から 

は勿論、前回選挙の時にも、町民へ対し一貫して「議会改革」を訴え続 

け、しかも町民であるときでさえ議会ホームページ新設や傍聴券問題の 

改善等々を現実に行ってきた佐藤将行議員が委員として外されているこ 

とについて違和感を覚えることから、改めて議会改革特別委員を議員全 

員とするか、または、委員の選任をやり直すかを求める請願。 



請願第３号 

 令和 6 年 12 月定例会における請願第 4 号として、特定非営利法人Ｍ 

ＣＡサポートセンター（以下、ＭＣＡと略）から出された請願の事案で 

ある、新型コロナウィルスの感染が急激に増加していた頃に、ワクチン 

接種会場である進修館駐車場へ不法駐車した車両があり、ＭＣＡが業務 

として翌日もしくは数日中で対応業務をすべきところ、その本来的業務 

を怠った結果、半年間もの長期間に渡りその車輛により駐車スペースを 

占有されたことにより、ワクチン接種のために来館した町民を始め、多 

くの車輛が駐車場を使用出来なかったという事案につき、①不法駐車車 

輛を管理することは本来ＭＣＡの業務であるにも関わらず、初期の対応 

の怠慢により、結果的に半年間もの長期間に渡り不法駐車を継続させて 

しまったこと、また、その為に多くの町民が駐車スペースを利用できな 

かったことから、それらの人々が他の場所へ駐車せざるを得なかったこ 

と、さらに、その不法駐車を行った者がＭＣＡ代表・渡邉朋子氏の子供 

の友達であったことは本当であり、ＭＣＡに対し佐藤将行議員が指摘し 

たことは結果的にその限りにおいて真実であったこと、そして、不法駐 

車者は半年間という長期間に渡り町民の資産を無償で占有した結果、本 

来近隣の駐車場を使用した場合であれば当然に発生する賃料を免れたこ 

とになるが、その賃料相当額を町へ支払われなかったことに対しＭＣＡ 

にも責任が発生していること等、これらの事実関係の調査を求める請願。 

 
 
 
３．閉  会 

 

 


